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Abstract

Hitachi,s two radiant type boilers,46kg/αがgage,Steam temperature4500C,

150,000kgperhourat M･C･R･,are nOW under assembling at their destination,the

UshiodaPower Station,their commercialoperationbeing scheduledto startthis fal1･

It may be noted here that these had been built by the Company onits own

designbeforethetechnicalagreelT]entWaSCOnCludedwithBabcockandWilcocks,Ltd･

Andin designlng these boilers,thefirst consideration was glVen for making the

machines suitable fortheuseofindigenous coals,and at thesametimethe results

of research works specia11y conducted by the Central Research Laboratory were

adoptedin many partsincluding the burner,Bulcan soot-blower,multicyclonedust

collector to have the best boiler e魚eiency by protecting the heat-tranSfer surface

from clinker and ash trouble.

Steamtemperatureiscontrolledby

automatic temperature controller and

and upwards of evaporation.

〔Ⅰ〕挿 言aircooleddesuperheater

operated by Askania

kept constant at4500C atllO,000kg per hour

東京電力株式会社的潮田発電所用55,0001くW ターボ

発電機の蒸気発生設備として､46kg/cm2G,4500C,150

t/brの二胴輯射塑ボイラ2確を最近納入し目下現地に放

て据付中であり今秋運転に入る予定である｡

本ボイラは英国Babeock&Wilcoeks,Ltd.との技術提

以前の日立独自の設計により製作されたものである､=,

ボイラ各部の設計に当っては我国特有の石炭事情に適

するよう検討を加えられたことは勿論であるが､バー

ナ､汽7k分離､臆水循環､マルチサイクロンその他広範

掛こ亘って日立研究所に於て研究せる結果を取り入れた

ものであり､特にボイラの長期連続運転に対する信頼度

を高め或ほ性能の維持に最も重点を置いて計画されたも

のである｡以下本蒸気発生設備の概要を述べる｡
*

日立製作所日立工場

第1囲 建設途上のボイラ取付現場

Fig.1.Boiler Plant under Erection
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[ⅠⅠ〕仕 槙 の 概

区 分

蒸気圧力
しドラム)

蒸 気 温度

蒸 発

効

量

給水温度

日
_＼一/_

要

済負荷

〔1噌/cmヱG〕‥.
‥46

〔コC)..
‥.450

(1唱/hr〕.. .120,000

〔~_%〕…………‥ 88.4

〔ごC)…………‥180

石炭消費量〔1唱/hr〕……….15,103

通風方式‥.

46

450

150,000

87.3

180

19,128

平衡通風

燃焼方式………………‥単位式微粉

石炭高位発熱量｢乾択)(1てCal/1くg〕……….5,800

固定択素〔%~､).
‥33･35

揮 発 分(%J.
‥･38▼3

灰 分(%〕

固有7k分(%〕

湿 分(%〕.

灰軟化温度(こC〕.

灰溶融温度〔〔■C〕.

.‥24.8

‥‥.3.55

...6.0

.1,250

.1,300

第35巻 第8号

蒸気混度ほ蒸発量110,000】瑠/hr以上に於て 4500C

一定となるよう自動温度調整装置を付す｡

〔ⅠⅠⅠ〕設備 概 要

(1

(:~A~ノ

(BJ

(C､)

〔D)

ポ イ

ボイラ本体

伝熱面積‥.

日立二胴転封型 2基

‥764mコ

蒸気ドラム...
‥1,300皿m鍛造ドラム

7kドラム･‥ ･800mm全熔接胴
過 熱 器

伝熱面積(~一一次及び二次計)..‥1,590m2

型 式………………吊下曲管型

水冷壁及び火炉

伝熱面積………………….930mコ

型 式‥.
...タンゼソトチューブ

火炉容積………………….986m3

火炉型式‥襟管水冷壁ホッパ←ボトム型

節 炭 器

伝熱面積,

型 式.

.1,000m2

‥.銅管型

第2図 150t/hr 二 胴 偏 射 型 汽 躍 縦 断 面

Fig･2･ Cross SectionalElevation
of150t/hr Two Drum Radiant

Type Boiler
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(E〕客気予熱器

伝熱面積〔一次､二次計〕…･6,860皿2

型 式‥‥
‥･鋼管型

〔F)首動袷7kカロ滅器

型 式…………ツーーニ亡レメンヤ

コープスフロマテックス

口 径‥‥….‥.‥.‖..ユ50Tnm

(G)ストトブロワ

製 造 元…………米国バルカン杜

火 炉 躍ト‖.‥‥‥RW-1型16箇

蒸発水管用‥‥‥･‥…T-3型

過熱器用…･
…‥E-4型

節択器用‥‥
‥E-4型

毒気予熱器用‥い‥‥･1GR-3

4箇

8箇

6箇

6筒

(2〕集 塵 装 置

型 式川..･マルチサイクロン烈

､二三､､ :､_ ､:i

国

1
l十j L 】

Ⅶ

耳

Ⅷ~

◆-一

l

l

l

与

寧 ㊨

一

旦
◎

≡~~哲苛 ①

(3〕燃 焼 装

(A)石灰

容

型

(B〕給 灰 概

容

聖l

(C〕微粉炭機

容

馬

型

置 1確に付 3組

量.‥
‥.8t/hr

式..メリヅク式自動積算秤量型

_l∃_

.圭巨_････

墨選∵∴....L

量..

力.‥

(D〕排 尿 機

(E二) ノヽ

‥.‥8t/hr

.テ←ブル型

‥.8t/hr

..‥∴.150lくW

式‥･･….･……‥チューブミル

▼⊆ヨー
●

_里･

力.

･一 ナ

.400m3/min
at50つC

..751(W

1緯 6箇

jヨ_

_塁_…･･･
4,000l(g/hr

式‥‥.‥‥.カルメット交叉式

第3図 150t/11r 二 胴 輯 射 型 汽 確 乎 面 図

Fig.3. Plan
of150t/hr

Two Drum Radiant Type Boiler
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(4〕通 風 装 置

(A〕強圧通風機 1植 2墓

風 量‥･..1,850In3/minat20=C

風 圧.‥ ‥ 230mmWG

型 式………‥.両吸込タ←ポベン

調制方式…
.ベンコントロール

電 動 機.

しB:)誘引通風機 1権 2基.

175HI)

3,140mソmin at180~C

..230InmWG

式‥.
.‥両吸込ターボベン

制方式‥.
‥‥ベンコントロ←ル

電 動 機… ‥ 300HP

〔ⅠⅠⅠ〕構造 概 要

(l)本体及び水冷壁

本ボイラの計画に当っては我国特有の石炭事情に鑑み

クリンカ←或はバードネスIによるトラブルを防止する

ため､火炉々壁の構造､蒸発水管の配置及び火炉出口ガ

ス温度の低下に苦心を払った｡このため火炉容積及び火

炉冷却面を極力大きくとり､ボイラ全体で吸収する熱量

の過半を火炉内で吸収せしめ､叉燃焼距礫を十分大きく

とることにより完全燃焼のもとに火炉出馴こ於けるガス

温度を十分に下げることが出来た｡

炉壁は全周に裸水管を密着して配置した所謂タンゼソ

トチューブ水冷壁として､炉壁の損傷及びクリンカート

ラブルを防止し､又蒸発水管ほ炉幅及び奥行方向に対し

て十分なる間隔をとり､特に火炉に面する2列は他の列

の2倍のピッチとしてガス通路の閉塞問題を解決してい

る｡前壁には6本のカルメットバーナを配している｡フ

レームは斜下方に噴出し後塵に当ることなく上方に巻き

上り後部炉壁の形に沿うて少しく手前に攣曲して､十分

な燃焼時間と距戯を与えられ完全燃焼の上蒸発水管群に

流入するようにし､隈なく有効に火炉を利用し得るよう

計画した∴第2図(26頁参照)及び第3図(前頁参照〕に

ほ本ボイラの構造を元す｡蒸気ドラムには1,300mmの

鋳造胴､水ドラムには800mmの全熔接胴を使用した｡

大容量ボイラとして汽水分離には綿密な計画をしたく)

第d図は本装置を示すものであるが､上昇及び下降管開

口部は密なる仕切りを以て区分した｡上昇管より噴出す

る汽泡を含んだ括水ほ室①に集められ､上方に奔流し反

転して下向に変流する場合､邪魔板に衝突し勢力を失つ

て水と分離した蒸気は多数の小窓㊥より広い蒸気量に数

米の速度を以て流れ､波形分離器④を通り､ドラム全長

に亘って配置された蒸気管を通り均一に過熱器に流れ

る｡こゝに波形分離器は①に示す如き構造のものでその

巻 第8号

第4図 魁立中 の 150t ボ イ ラ

Fig.4.150t/br Boiler under Election

第5図 火 炉 内 部

Fig.5.Inside View of Furnace

入口に於て3回方向変換し水滴を分離しつゝ薄い不鋳鋼

板波形板の間を十分低速度で流れる時微細な水滴を分離

し､極めて乾度の高い蒸気が得られる｡こゝに於て分



東京電力株式会社納潮田発電所用日立二胴転射型ボイラに就いて
1165

第6図

Fig.6.

汽水分離

Steam Seperator

された水滴はドレン管④により7jく室に排除される｡

推7kの循動こも亦綿密な検討を加えられた｡7K冷壁に

対する降水管は極めて太い主降力く管としてドラムの両端

より各々1本づつ垂直に降し､その下端附近より多数の

分肢管を以て､全水壁下部ヘッダに給7卜するよう 画し

た｡併せて水冷壁には循畳管を廃して構外構造を極めて

王早なものとし､多数の附 も山白品装着及び炉内点検を容易

ならしめた｡前壁及び両側壁管はそのまゝ或いはヘッダ

を経て直接 気ドラムに開口しているが､後部7k冷管は

一且水ドラムに開口し､蒸発水管中條水循環の不明瞭と

見倣されるものに連絡してこれを強制的に底力なる上昇

管に変え､かくして全水管は何れも明瞭なる

｣
一甲11､

L

l

l

L
1
L

第7図

Fig.7.

←⑦

7jくの循環

を期待される云

(2)過 熱 器

第2図(前頁参照〕に示す如く ･次及び二次j 熱器より

なり､何れも吊下曲管型でヘッダほ煙道外に出して高温

ガスに触れない構造になっているので拡管部に無理を生

じない｡

又 熱管ほ前後左右スペーサを以て正しく間隔が保た

れ管列の乱れを防止している0蒸気の流れは一次側は向

流であると二次側は 管保護のため併行流としたD

二次側過熱管にほ住友HCMを､出口ヘッダには

HCKを使用し管はヘッダに熔接した｡

蒸気温度は蒸発量110t/如以上の負荷に放て450■~C

の一定の温度を要求されているため､-一次及び二次過熱

器間に客気冷却式温度 節器を置いた｡冷却用基気は政

圧通風機より一部分流して本調節掛こ入り加熱されて窒

気予熱掛こ入り熱は回収される｡本装置ほ常に清浄な蛋

気によって冷却される故､従来広く使用されているスプ

レー式､煙道ガス調節式或は碇7kによる冷却式に起り勝

な欠点ほ全然なく､従って蒸気中にスケ→一ル分の混入や

伝熱面汚紗こよる性能低下又ほ高熱による機能障害が

ない｡冷却用室気はアスカニヤヂニットパイプ式 熱蒸

気温度調節装置によって自動的に操作されるダンパによ

り加減される｡第7図は本装置の説明図である0

本図は温度制御操縦機構､ポンプセット､操作シリン

ダ等よりなる｡ポンプ㊥ほ全装置へ圧力油を供給する装

置で型式はギrヤポンプで1･

馬力の電動機により駆動され

常用5kg/c皿2の圧力の下に

20J/minの吐出量を有してい

る｡油はスピンドル油60番

を使用する｡

温度制 は第8図

⑥/

自 仇 蒸 気 温 度 調 節 器

Automatic Steam Temperature Controlling

Equipment

ぐ次頁参照)に示す｡図に於て

①は熱膨脹系数の大なるNト

Cr鋼､(夢は膨脹素数の小さ

い石英棒で温度変化時に於け

る両者の伸びの差を支点④を

中心として動くレノトー④及び

支点㊥を中心として動くレバ

ー㊥を以て運動量を拡大L､

レノトー㊥に取りつけてある圧

油噴射管⑦を動かす｡噴射管

⑦の先端に面する所には援近

して設けられた小孔㊥⑲が

あり噴射管の位置により㊥㊥

孔に対する噴射油圧に差を生



1166 打召和28年8月

よよ
韓8図

Fig.8.

温 監 制

Temperature

ぜしめこの油圧差により操作シリンダを動かすのであ

るコ㊥ほ設定時噴射管位置を′JヾL㊥⑲の中央に正しく

おく場合の 整ねじであり､⑩は操縦機の 調整に基く

ハンチングを防止するための引戻し装置で第8図に示す

如くローブによって操作シリシダに接 されている｡

再び第8図に於て温度操縦機より送り出される圧油は

補助切換弁④に送られ､こゝにパイロット弁を動かして

直接ポンプよりの圧油をサ←ボシリンダ㊥に る｡サー

ボシリンダには41唱/cm2の圧油が流れ約500kgの力

を生じ連結梓⑦を介してダンパ④を容易に加減し得る

のである｡連結樟⑦は本装置より外して短時間に手動に

切り換えて室気の調節が出来るように計画されている｡

茎気量調整ダンパ開度の大きい時ほハンチングを生

じ難く､これに反しダンパ開度の小さい時はハこ/チング

を起し易い｡これを防止するために操縦機の作用 度を

ダンパの開度大なる時は増加し､ダンパの開度の小なる

時は減少せしむるようにクランク型シリンダ④によって

操作される引戻し装置が設けられている｡

他にハンチング防止の一方法としてはシリンダ㊥の人

口にある調節弁によって流量を調節することによっても

なされる｡

本温度調節装置によるときは温度の偏差は3～4⊃Cと

いわれている｡

(3〕節 器

銅管型とし両端末ほ曲管熔接としフランジ技手を全廃

し出入口ヘッダーとの取付けもすべて熔接とし漏洩を完

全に防止した｡

(4)室気予熱器

鋼管型とし一次及び二次に分割し低温側ほ軌､鋼管を

使用し取り番えを便ならしめた｡

榊 操 横

Controlling Operator

第35

寧/

第8号

第9図 コープスフロマテイック白物給水調
整装置説明図

Fig･9･Schematic Drawing of the Copes

Flomatic Feed Water Regulator

し5｣自助給水調整装置

口径6吋の2エレメントコープスフロマテイツク式を

採用した｡本装置はドラム水位及び蒸気流量の全方面よ

り供給量を調整されているものである｡第9図ほ木装置

の説明図である｡

(占〕スートブロワ

伝熱面を清浄ならしむることほボイラ効

めて重要なことは

の維持上極

ベる迄もなく､又灰及びクリンカー

によるトラブルを除くことにより長期連続運転を可能な

らしむるものである故､本ボイラ計画上スートブロワの

計画は最も力を入れたものの一つで､特に定評ある米国

バルカン社製のものを採用した｡これ等スートブロワは

綻前の操作盤より圧縮空気をス←下ブロワに送ることに

より遠方操作が可育巨である｡

操作方法としては全装置に6～71(g/cm竺の圧縮墨気

を送り置き､蒸気の元弁を儲れ､てス←トブロワに蒸気を

デイ
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通し充分ドレンを切って､而して撲作盤の神釦を3～4

秒づゝ押せば圧縮墨気がその箇々のス←トブロワに送ら

れ甘動的にそのスートブロワは操作を完了する｡

一廻りスートブロワの操作を終れば蒸気弁を閉じドレ

ン弁を開いて次に動力用墨気を断って操作を完了する｡

蒸気圧は普通211瑠/cm2のものが佐川されるが管に灰の

が少い場合は圧力を減じて蒸気を節約し得る｡

各ス←下ブロワの作動時間は大体次の通りである｡

火 炉 用

水 管 川

過 熱 器 用

節 炭 器 用

宗気▲予熱器用

lJ＼＼:

TⅦ3型

E-4型

E-4型

LGR-3型

70秒

10分

45秒

45秒

30秒(任意〕

本ボイラを正規に一廻り清掃するに要する時間は約1

時間半で1日4回位操作される｡次に各E如こつきその操

作方法を説明する｡

第10図は火炉用RⅥr-1型を示す｡前述の如く先に動

力用圧縮室克と清掃用蒸宝ミを装置まで送り置き､碓前操

作盤の押釦を神せば駐絡塞気は他の管を通って装置に

られ切換弁に作用し､動力相窒気はシリンダに送られ､

ノズルパイプは火炉内に出て行く､その途中に於てビス

トこ/

タに

にあけられた孔を追って動力用峯気はユーヤモ←

られ､ノズルは徐々に回転を始め1回転し終ると

カムの作用により動力用茎気ほピストンの反対側に送ら

れノズル管は再び元位置に復帰する｡かくて3600回転

して操作を終るが更に反復を欲する場合はもう一度釦を

押せば良い｡

第11図はE-4塾を示す｡押釦により動力相蛋気はエ

ーヤモータに入りこれを回転させ乍ら過当な場所に於て

蒸気弁を開き蒸気を噴出し､所要の角度丈け吹き終ると

再び 気弁を閉じ一回転し終ってエ←ヤモ∵-タの回転を

自動的に止める｡

第12図はT-3塑を示す｡ロングリトラクタブルス←

トブロワと呼ばれるものであるが押釦により室気は分配

弁に作用し､動力用圧祈塞気ほ二つのここ･･-ヤモータに入

る｡r山つはキャリエジを進行させ他の一一つはノズルパイ

プを回転せしむる｡ランシソグノズルほチエンにより駆

動され途小蒸気弁を開きゆつくり回転し乍ら火炉内に突

出し清掃を続けて行く､先端まで達した場合鎖に付いて

いる爪が排気弁に作用L､進行用ニーヤモータは逆転さ

れノズルは吹き乍ら戻り､キャリエジが再びパイロット

弁のカムを逆転させて蒸気弁を閉ぢ一一杯に戻った時停_し卜

用排気弁に作用し分配弁を再び切り換えて二つのエーヤ

モ｢タの回転せ停止させて作動的に一サイクルの行程を

終る｡

LGR-3型ほ最も簡単なもので押釦を押している時間

1167

第10図

Fig.10.

RW-1型ス←トブロワ

RW-1SoDt-Blower

第11図

Fig.11.

E-4型スートブロワ

Eq4 Soot-Blower

第12図 T-3塑ス←トブロワ

Fig.12.T-3Soot-Blower

だけ作用するので時間は全く任意である｡

このようにスートブロワの全系統は節々に遠方操作が

可能であるが伝熱面の清浄状態によってほ省略或は貢複

して作用せしむることが出
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第14図

Fig.14.

8t/hr チューブミ/レ

8t/hr Tube Mill

(7〕炉壁断熱構造

従来広く使われていた重い厚い煉瓦炉壁を廃して

にして断熱効果の大なるものを採用した｡

量

第13図は炉壁断熱構造の一例を示す｡炉壁ほ鉄骨架構

により支持され自由に下方に伸びるタンゼンドチューブ

に支持せしめチューブと共に鉄板権聞と無関係に伸びら

れる構造となっている｡図に於て(∋はブリキヤストベリ

ライトとし､エキスパンデッドメタル(釘で押え更に7k管

に取りつけたボルト㊥及びナ･ソト◎によって保持され

る菱形ラスを張り更にプリシュレート#101断熱材を塗

り込み､その表面に国産のトンボシリカライ†板を断熱

材として入れ､これを菱形ラスを以て押え､更にプリシ

ュレ←ト#101を塗り込んで仕上げ鉄板権囲との間に若

干のエ←アスペースを設けてある｡かくて強固にて餐

第35巻 第8号

第13図 炉 壁 構 造

Fig.13.Furnace Wall

Construction

第15図 カルメ
ットバーナ配置図

Fig.15.Arrangement of Calmet Burner
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第16図

Fig.16.

カ ル メ ッ ト ノヾ+･一 ナ

Calmet Burner

く､且つ気密にして断熱効果の大なる炉壁を構成してい

る｡

(8)集 墜 装 置

節炭器と墨気予熱器問にマルチサイクロン式 装置

を設置した｡本装置設置により煙道ガス中の灰の約85%

ほ補集され､基気予熱器が伊かこよって汚損され又は誘引

通風機が灰により

り灰を補

托するのを防‥二し得る｡本装置によ

するのみでなく予熱筈嗣こ流れるガスの整流効

果も得られる｡

(9)燃 焼 装 置

1植につき容量8t/brのチューブミル3台よりなる

_単位式微粉於
焼方式を 用した｡第14図はチュ←ブミ

ルを示す｡本機は200〇Cの予熱墨気を以て毎時8tの

石炭をミルドライニングを行い乍ら200メッシュ70%,

100メッシュ通過90% まで連続微粉可能なるものでレ

ベルコン1､仁,･-ラを装備している｡

バ←ナはカルメット交叉式で1牡に6箇装備されてい

る｡第15図はバ←ナ取付図､第l`図はカルメットバーナ

を示す｡本バ←ナほタンゲソ斗チューブとの取付が極め

て容易であり､二次客気はノ㍉-ナの両側より450の角度

を以て多数のポ←Iより吹き込まれ一次茎気との混合を

良好ならしめている｡二次室気は外部より自由に 重さ

れる｡バーナの点火は各バーナの下に設けられ重Y由点火

ノ㍉-ナによってなされる｡

〔Ⅴ〕結 盲

以上150t/hr ボイラに就いてその設備内容及び構造

を述べた｡本ボイラは日立製作所の総力を げて製作し

てあり今秋行われる E5,0001くW タ←ボ発電機との総合

運転に於ては必ず期待に背かざる

信する｡

を示すものと確

終りに本ボイラ計画の当初より種々御指導下さった東

京電力の寺田火力部長初め関係の方々に厚く御礼申上げ

摘聾する｡
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(第24頁より続く) 最近萱録された日立製作所の特許及び実用新案 (その3)

区 別

実用新案

実用新案

登録番号 名 称 所 属

402658

402678

402700

402701

402703

402704

402644

402650

402662

402633

402637

402654

402655

402656

402657

402660

402681

402682

402683

402696

402702

402705

402645

402684

402647

402652

索道運搬機における軌道索の傾斜
量指示装置兼安全装置

巻 上 機 の 速 度 制 御 装 置

ケ←ブル起重機の搬器位置指示装置

レ
ードル起重用フ ック装置

起 重 機 用 フ ッ ク 装 置

起 重 機 用 フ ッ ク 装 置

圧 縮 機

二回転印刷機のインキ送出し制御装置

印刷機のイ ンキ鷲坪装置

方

ル ト 緊 張 装

ム ス イ ッ チ

断 綜 消 弧 室 吊 り 装 置

在

断 舘

革

装甲配電盤用

紡 糸 電 動 機

ホイストのT･･-ブエンド取付装置

巻上機の ケ ー ブ

電

磁開閉器の絶縁隔

勘 肉 挽

電 圧 安 定 装 置

ラ ム

亀有工場

亀有工場

亀有工場

亀有工場

亀有工場

亀有工場

川崎工場

川崎工場

川崎工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

亀戸工場

亀戸工場

氏 名 登録年月日

大 西

滝 本 秀 彦

大 西
原

大 西
山 崎

江 守

佐岡

昇
政 次

昇
勇

哉

彦

司惇

｣二

∴

守

藤

藤田

寿光野大

桑 山

枚 井

益 子

正 俊

優

桑 山 正 傑

山 田 勇 飛

丹 秀太郎

安 藤 卓 那

加茂谷 春
一

桑 山 正 俊

沼 田 明 雄

安 藤 卓 郎

大 岡 宏

加茂谷 春
一

加茂谷 春
一

千 原 錦

戸塚工場

日立電線工場

和
石
石

内

正
宏
国

大

田
原
井

藤

鯨 岡 豊 一

水 上 徳五郎

25.5.18

(第42頁へ続く)




